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本書は，2015 年 10 月に急逝された光藤和明医師が
書きためた原稿を，倉敷中央病院循環器内科スタッフ
が加筆・整頓して書籍化したPCI の大書である．光藤
医師が「PCI の Final frontier」とした CTO（chronic 
total occlusion），分岐部ステント術を中心に据え，加
えて右冠動脈入口部，左主幹部へのステント術，さら
には光藤医師がPCI の本質とした「押さないPCI」を，
あえて「押してよい」場面を例示しながら詳述している．
直面し得る陥穽を前もって予測し，リスクを可及的

回避しながらいかに確実に手技を完遂するか，通常の
技術書では散りばめられる「パール」が，本書では惜
しげもなくオンパレードで教示されている．一語一句
全てが，膨大な経験と深い洞察に基づいたパールと感
じられ，ベテランインターベンショニストであっても

1ページ読み進む間に何度もハッとさせられるのでは
ないだろうか．さらにPCI のテクニック論にとどまら
ず，PCI を用いて医療を行うプロフェッショナルとし
ての人生哲学が随所に染み出ており，これぞ光藤流
PCI の神髄と感じられる．
これからを担う若き医師たちに，めざすべきインタ
ーベンショニスト像を見いだし，見据える機会を与え
る必読の書であろう．中堅以上のインターベンショニ
ストは，本書の内容をどこまで正確に理解し自身で実
行しうるか，キャリア史上最大の到達目標を得るのか
もしれない．
通読後は，本書がPCI という治療法が存続する限り
永遠の名著となることを確信させる．
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